
  

  

  

  

  

  

  

※25年３月期の期末配当金15円の内訳は、普通配当13円、記念配当２円です。 
  

  
  

(％表示は、対前期増減率) 
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１．平成26年３月期第３四半期の連結業績（平成25年４月１日～平成25年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)
 

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年３月期第３四半期 9,240 16.2 333 △47.7 354 △47.0 237 △45.4
25年３月期第３四半期 7,949 △4.6 638 2.0 668 4.9 435 35.8

 

(注) 包括利益 26年３月期第３四半期 241百万円(△44.8％) 25年３月期第３四半期 438百万円( 37.7％)
 

 
１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益

  円 銭 円 銭

26年３月期第３四半期 28.53 ―
25年３月期第３四半期 52.26 ―

 

平成25年5月13日の取締役会決議により、平成25年７月１日付で１株を1.5株に株式分割いたしました。なお、前連結会計年度の期

首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期純利益を算定しております。
 

（２）連結財政状態

  総資産 純資産 自己資本比率

  百万円 百万円 ％

26年３月期第３四半期 8,723 3,818 43.8
25年３月期 7,995 3,727 46.6

 

(参考) 自己資本 26年３月期第３四半期 3,818百万円  25年３月期 3,727百万円
 

 
 

 
 

２．配当の状況

 
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年３月期 ― 10.00 ― 15.00 25.00
26年３月期 ― 8.00 ―    

26年３月期(予想)       8.00 16.00
 

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
 

平成25年5月13日の取締役会決議により、平成25年７月１日付で１株を1.5株に株式分割いたしました。なお、平成26年3月期の１

株当たり配当金につきましては、当該株式分割後の株式数を基準に配当いたします。
 

３．平成26年３月期の連結業績予想（平成25年４月１日～平成26年３月31日）
 

 
 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり 
当期純利益

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 12,505 11.9 295 △65.7 322 △62.7 197 △61.2 23.74
 

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有
 

平成25年5月13日の取締役会決議により、平成25年７月１日付で１株を1.5株に株式分割いたしました。これに伴い、業績予想の１

株当たり当期純利益については、当該株式分割の影響を考慮して記載しております。
 



  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無
 

 
 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
 

 
 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
 

 
 

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 26年３月期３Ｑ 8,345,370株 25年３月期 8,345,370株

② 期末自己株式数 26年３月期３Ｑ 12,297株 25年３月期 11,140株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年３月期３Ｑ 8,333,858株 25年３月期３Ｑ 8,334,230株
 

平成25年5月13日の取締役会決議により、平成25年７月１日付で１株を1.5株に株式分割いたしました。なお、前連結会計年度の期

首に当該株式分割が行われたと仮定して、期末発行済株式数、期末自己株式数、期中平均株式数を算定しております。
 

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開
示時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続きは終了しております。

 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績
等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績用の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たって
の注意事項等については、添付資料Ｐ３「（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧くださ
い。
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当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、経済政策への期待による株価の上昇や円高の是正
等により国内景気は緩やかに回復の気配が見られました。  
食品業界におきましては、円安の進行や消費税の増税が決定したことから、今後様々な商品の値上げ

により消費者の生活防衛意識が強まることが予想され、依然として予断を許さない経営環境が続いてお
ります。  
このような状況の中、当社グループの当第３四半期連結累計期間の業績につきましては、鶏卵関連事

業において販売数量が増加したことや鶏卵相場が高く推移したこと等により、売上高は前年同期比

16.2％増の9,240百万円となりました。 

 損益につきましては、鶏卵関連事業において、鶏卵市場での供給量減により夏場以降に鶏卵相場が高

騰し、原料買付単価が大幅に上昇したこと等により、営業利益は同47.7％減の333百万円、経常利益は

同47.0％減の354百万円、四半期純利益は同45.4％減の237百万円となりました。 
  
セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。 
  

①鶏卵関連事業 

当セグメントにおきましては、販売価格及び原料仕入価格が相場に連動して変動するものが多く、鶏

卵相場が高く推移した場合は売上高、仕入高とも増加し、低く推移した場合は売上高、仕入高ともに減

少する傾向にあるため、販売価格と仕入価格の差益を一定にする努力をしております。 

当セグメントの販売数量につきましては、前年同期比8.6％増加と好調に推移しました。 

 売上高につきましては、販売数量の増加及び鶏卵相場（東京Ｍ基準値）の平均（４～12月）が前年同

期間に比べ9.7％（約18円）高く推移したことから、鶏卵相場に連動する液卵の販売単価も高くなり、

液卵売上高は前年同期比17.3％増の7,725百万円となりました。また加工品売上高は同12.2％増の382百

万円、その他売上高は同44.3％増の212百万円となりました。この結果、合計売上高は同17.6％増の

8,320百万円となりました。 

 損益面につきましては、夏の猛暑の影響や「成鶏更新・空舎延長事業」による鶏卵市場での供給量減

により定期原料買付数量が減少したこと、販売数量が好調に推移したことから原料の必要数量が増加し

たことに加え、秋以降の鶏卵相場が急激に高騰し、定期に比べ割高な当用買いでの原料買付数量が増加

したこと、以上のような理由から原料買付単価の上昇が販売単価の上昇を上回ったため差益が減少し、

セグメント利益は同57.8％減の240百万円となりました。 

②調味料関連事業 

当セグメントの売上高につきましては、主に既存の商品の販売が回復してきたことにより、前年同期

比3.4％増の888百万円となりました。 

 セグメント利益につきましては、売上高の増加並びにコスト削減及び充填設備の更新に伴う生産ライ

ンの見直しによる生産効率の向上等により、前年同期比32.4％増の77百万円となりました。  

③その他 

当セグメントにつきましては、太陽光発電による電力の販売が本格化したことにより、売上高は前年

同期比115.6％増の31百万円、セグメント利益は同69.6％増の14百万円となりました。  

  

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明



  

(資産) 

当第３四半期連結会計期間末の資産合計は8,723百万円となり、前連結会計年度末に比べて728百万円

増加しました。 

流動資産は4,750百万円となり前連結会計年度末に比べ656百万円増加しました。主な要因は、受取手

形及び売掛金の増加717百万円及び現金及び預金の減少66百万円等によるものであります。 

固定資産は3,973百万円となり前連結会計年度末に比べ72百万円増加しました。主な要因は、土地の

増加39百万円及び機械装置及び運搬具の増加32百万円等によるものであります。  

(負債) 

当第３四半期連結会計期間末の負債合計は4,905百万円となり、前連結会計年度末に比べて637百万円

増加しました。 

流動負債は3,364百万円となり前連結会計年度末に比べ924百万円増加しました。主な要因は、支払手

形及び買掛金の増加627百万円、短期借入金の増加474百万円、未払法人税等の減少154百万円、未払消

費税等の減少45百万円等によるものであります。 

固定負債は1,540百万円となり前連結会計年度末に比べ287百万円減少しました。主な要因は、長期借

入金の減少269百万円等によるものであります。 

(純資産) 

当第３四半期連結会計期間末の純資産合計は3,818百万円となり、前連結会計年度末に比べて91百万

円増加しました。主な要因は、四半期純利益の計上237百万円及び配当金の支払い150百万円により利益

剰余金が87百万円増加したこと等によるものであります。 
この結果、自己資本比率は前連結会計年度末の46.6％から43.8％となりました。 

  

平成26年３月期の通期連結業績予想につきましては、平成25年５月13日の「平成25年３月期 決算短
信[日本基準]（連結）」で公表いたしました通期の業績予想を修正しております。 
修正の内容並びに修正の理由につきましては、本日別途公表しております「通期業績予想の修正に関

するお知らせ」をご参照いただきますようお願いいたします。 

  

  

（２）財政状態に関する説明

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明



  

 該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。 

  

当社は、平成25年６月26日開催の定時株主総会において、役員退職慰労金制度の廃止及び平成25年３

月31日までの在任期間に対応する退職慰労金を、各取締役及び監査役のそれぞれの退任の際に支給する

ことを決議しました。 

 これに伴い、当社の「役員退職慰労引当金」の金額を取り崩し、支給額の未払い分567百万円を固定

負債の「長期未払金」に計上しております。 

  

  
  

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（４）追加情報



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成25年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,569 1,503

受取手形及び売掛金 1,840 2,558

商品及び製品 355 364

仕掛品 28 38

原材料及び貯蔵品 255 207

繰延税金資産 37 3

その他 17 84

貸倒引当金 △11 △9

流動資産合計 4,093 4,750

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,110 1,065

機械装置及び運搬具（純額） 451 484

土地 2,029 2,069

その他（純額） 39 77

有形固定資産合計 3,631 3,696

無形固定資産 15 12

投資その他の資産   

投資有価証券 52 60

繰延税金資産 128 132

その他 85 84

貸倒引当金 △12 △12

投資その他の資産合計 254 264

固定資産合計 3,901 3,973

資産合計 7,995 8,723



(単位：百万円)

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成25年12月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 654 1,282

短期借入金 1,058 1,532

未払法人税等 167 13

未払消費税等 48 2

賞与引当金 58 29

その他 451 504

流動負債合計 2,439 3,364

固定負債   

長期借入金 1,167 897

役員退職慰労引当金 567 －

負ののれん 42 24

長期未払金 － 567

繰延税金負債 29 29

その他 21 21

固定負債合計 1,828 1,540

負債合計 4,267 4,905

純資産の部   

株主資本   

資本金 455 455

資本剰余金 366 366

利益剰余金 2,904 2,992

自己株式 △4 △4

株主資本合計 3,722 3,809

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 4 8

その他の包括利益累計額合計 4 8

純資産合計 3,727 3,818

負債純資産合計 7,995 8,723



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
 四半期連結損益計算書 
 第３四半期連結累計期間 

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年12月31日) 

売上高 7,949 9,240

売上原価 6,193 7,788

売上総利益 1,756 1,452

販売費及び一般管理費 1,117 1,118

営業利益 638 333

営業外収益   

受取利息 0 0

受取配当金 0 0

受取保険金 11 0

受取賃貸料 4 4

負ののれん償却額 18 18

その他 11 9

営業外収益合計 47 34

営業外費用   

支払利息 16 13

営業外費用合計 16 13

経常利益 668 354

特別利益   

固定資産売却益 143 －

災害損失引当金戻入額 8 －

特別利益合計 152 －

特別損失   

固定資産除売却損 0 2

減損損失 79 －

特別損失合計 79 2

税金等調整前四半期純利益 742 352

法人税、住民税及び事業税 306 85

法人税等調整額 △0 28

法人税等合計 306 114

少数株主損益調整前四半期純利益 435 237

少数株主利益 － －

四半期純利益 435 237



 四半期連結包括利益計算書 
 第３四半期連結累計期間 

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 435 237

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 2 4

その他の包括利益合計 2 4

四半期包括利益 438 241

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 438 241

少数株主に係る四半期包括利益 － －



  

 該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。 

  

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）



  

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

(注)「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業及び太陽光発電事業

を含んでおります。 

  

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項) 

  

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 (固定資産に係る重要な減損損失) 

「鶏卵関連事業」セグメントにおいて、土地の一部売却に伴い、本社の土地の一部について売却予定

資産として資産のグルーピングの見直しを行い、回収可能価額まで減額し、減損損失を認識いたしまし

た。 

 なお、当該減損損失の計上額は、79百万円であります。 

  

（セグメント情報等）

        (単位：百万円)

 

報告セグメント
その他 
(注)

合計

鶏卵関連事業 調味料関連事業 計

売上高          

  外部顧客への売上高 7,074 859 7,934 14 7,949

  セグメント間の内部売上高 
  又は振替高

― ― ― ― ―

計 7,074 859 7,934 14 7,949

セグメント利益 570 58 629 8 638
 

  (単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 629

「その他」の区分の利益 8

四半期連結損益計算書の営業利益 638
 



  
Ⅱ  当第３四半期連結累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年12月31日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

(注)「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業及び太陽光発電事業

を含んでおります。 

  

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項) 

  

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 該当事項はありません。 

  

        (単位：百万円)

 

報告セグメント
その他 
(注)

合計

鶏卵関連事業 調味料関連事業 計

売上高          

  外部顧客への売上高 8,320 888 9,208 31 9,240

  セグメント間の内部売上高 
  又は振替高

― ― ― ― ―

計 8,320 888 9,208 31 9,240

セグメント利益 240 77 318 14 333
 

  (単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 318

「その他」の区分の利益 14

四半期連結損益計算書の営業利益 333
 


